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矢疵阿弥陀如来を取り上げるにあたって
　富山県内において全国的に有名な観光地となっている立山は、も
ともとは信仰の対象であり、宗教的な山であった。時代の宗教的な
環境が変われば、立山に対する信仰の形も変わっていく。このよう
な変遷の中で、立山信仰を布教するためにつくられた遺物として注
目されるのが、立山曼荼羅と矢疵阿弥陀如来である。本論文は、立
山信仰のなかにある矢疵阿弥陀如来の像造背景やその意義などを、
文化史的に探ろうと試みたものである。
　先行研究として、佐伯幸長『立山信仰の源流と変遷』、高瀬重雄『古
代山岳信仰の史的考察』、福江充『立山曼荼羅～絵解きと信仰の世界
～』を取り上げ、それぞれの功績と問題点を挙げた。いずれにしろ、
文化史的な品々への深い研究というものはまだまだ進んでいない。
そこで、本論文では、文化財そのものに焦点を当てその検証と考察
をおこなっていき、立山信仰における遺物の大きな意味を探ってい
きたいと思う。
立山の文化財と開山伝承
　まず、立山の文化財にはどのようなものがあるかを考えていく。
立山曼荼羅に描かれている思想を基本として、その背景にある思想
をさぐると、立山の文化財は、大まかにみて次の五種に分類される。
①開山伝承に関わるもの、②地獄に関わるもの、③浄土に関わるも
の、④芦峅寺独特のもの、⑤神道に関わるものである。そのなかでも、
とくに開山伝承に関わる遺物をみていくこととした。これらは、伝
承に基づいて、あるいはそれに関連して作られた文化財のことを指
す。代表的なものとしては、矢疵阿弥陀如来、慈興上人坐像、不動
明王などがある。
　開山縁起の内容は次の通りである。父有若の鷹を連れて立山に入っ
た越中守佐伯有頼が鷹狩りをしていると、突然飛び出してきた熊に驚
いて鷹が逃げてしまった。有頼はその熊に矢を放って胸を射た。だが、
熊は矢を受けても死なず、血を流しながらそのまま山を駆け上がり
山の中に消えていった。有頼はその後を追いかけていくと、とある
洞窟に辿り着く。現在、玉
たま
殿
どのくつ
窟と呼ばれている場所である。そこに
入ると、熊が瀕死の状態でいた。とどめを刺そうと有頼が矢を射か
けると、熊は阿弥陀如来に姿を変えた。ここに記されている開山伝
承は時代を経て変遷してきたものの、最終的に定着した形だと考え
られる。
　伝承内容の変遷には立山自体の宗教的な環境変化が影響している。
開山縁起の成立は仏教的な開山というよりは、古代仏教から平安仏
教、浄土教への宗教的変化を示しているものであると考えられる。
　江戸時代に固定した形ができた開山縁起は、より魅力的にみえる
ように布教者に脚色され、後世に立山曼荼羅や矢疵阿弥陀如来といっ
た信者の想像力を助ける品々を生み出していくことになるのである。
矢疵阿弥陀如来の造像背景と用途
　次に、矢疵阿弥陀如来の特徴を見ていく。現在確認されている矢
疵阿弥陀如来は九体で、うち八体が銅造、一体が木造である。全体
の共通点は、伝承の通り胸に矢で射ぬかれた疵があることである。
それ以外は一般的な阿弥陀如来と同じで、上
じょうぼんげしょういん
品下生印を結んだ立像
である。
　全体の作りはきわめて単純で、大まかな布の線が彫られているだけ
である。螺髪も造られてはおらず、頭に被りものをかぶったようなな
めらかな頭になっている。顔つきは、ほとんどが童子仏のように、ま
ことに幼い顔つきをしている。丸みを帯びて、とても穏やかな印象で
ある。どちらかというと、道標代わりに道ばたに立てられた地蔵の石
仏に近い性格がある。きわめて庶民くささの残る仏像といえる。
　この仏像は出開帳に使われたと考えられる。出開帳とは、布教者
たちが所有する持仏や宝物を公開して信者を集める布教活動のこと
である。近世になると、本尊を持ち歩いて公開することもあった。
つまり、矢疵阿弥陀如来の用途もこの出開帳であり、持ち運ばれて
いたものと判断される。
　さらに、この矢疵阿弥陀如来を運んでいたのは岩峅寺衆徒ではな
いかと推測される。なぜなら、芦峅寺と岩峅寺の勧進活動には大き
な違いがあり、芦峅寺は檀那場廻りによる布教活動を中心とし、岩
峅寺は出開帳を中心とした布教活動を行っていたからである。
　以上のことから推測すると、矢疵阿弥陀如来は布教活動に必要な
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宝物として、立山曼荼羅と同じ役割を与えられ、岩峅寺衆徒によっ
て運ばれながら布教活動の中心的な道具として使用されていたと考
えられる。そのため、芦峅寺は立山曼荼羅、岩峅寺は矢疵阿弥陀如
来がそれぞれに多く作られていったと推察されるのである。
大宝寺の矢疵阿弥陀如来
 
　さらに、具体的に一体の矢疵阿弥陀如来をとりあげることとする。
それは、大宝寺の阿弥陀如来である。
　鋳物の技術はそれほど高くはないようで、向かって右腕の部分に
は、冷めていない金属が飛散したような跡が、細かい突起のように
なって残っている。しかも後ろの足元は破損しており、破損部分から
内側を確認すると中は空洞になっていた。身体の部分にはこすったよ
うな傷が細かく入っており、ところどころ禿げている部分も多い。
　矢疵阿弥陀如来であることを証明する疵は、胸というよりも腹筋
の下の方、羽織っている布の線すれすれの場所に、丸く一箇所だけ
開いている。大きさは直径一センチほどで、他の矢疵阿弥陀如来に
比べれば、きれいな円を描いている。
　そして、妙に平たい背中には不自然な突起があり、輪状のものが
背中に付いている。輪の中央に穴があいており、何かを通していた
ものと思われる。光背を立てるためのものかとも思われようが、仏
像に直接光背を支えるための部位を作るとは考えにくい。しかも、
現存する矢疵阿弥陀如来にはすべて光背が見つかっていない。これ
は、光背が破損したからではなく、もともと作られなかったものと
推定される。
　さらに、脚に掛かる裾の部分には人工的に開けられたと思われる
丸い穴があいている。右と左に二箇所。体を支えるために開けられ
た穴だと思われる。この丸い穴に棒やひもなどを通して、下を支え
たのではないだろうか。つまり、この穴や突起は矢疵阿弥陀如来の
背中と脚を固定して、背中に背負って持ち運ぶためにつけられたも
のであると考えられる。　
　また、この阿弥陀如来は子どものような顔立ちをしている。あく
まで推測ではあるが、子どものように愛らしい印象に仕上げること
で、庶民に親近感を沸かせ、立山信仰への関心をより強めさせてい
たのかもしれない。
まとめ
　こうしてみていくと、立山信仰には一般庶民の存在が欠かせない。
庶民と密接であることが、現存する遺物にも反映されているものと
考えられる。立山には、まことに素朴な遺物が多い。矢疵阿弥陀如
来にしても、立山道の石仏にしても、細かい装飾や手厚い保護があっ
たわけではないが、信者たちにとっては重要な意味があったように
思う。
　矢疵阿弥陀如来はそれほど美術的な価値は高くなく、伝承や説話
とともに語られなければ、意味がないものとされている。たしかに、
矢疵阿弥陀如来には開山説話がつきもので、それとともに語られる
べきものである。一般には、こうした「それだけ」ではそのものの
価値が分からないものを民俗的と称する傾向がある。その考え方は
間違ったものではないのかもしれないが、宗教心の薄れてしまった
現代において、それは一種の短所のように聞こえてしまうのかもし
れない。これらは、拝む対象でしかなかったものが、信仰を失うこ
とで、今度は美術的な価値でしか関心が向けられなくなったことに
要因があるのである。
　しかし、文化財のこうした面は短所ではないと考える。庶民くさ
さが残るからこそ、人々から親しまれることもある。特に、立山と
いう特殊な環境においてであれば、その場所にあってこそ価値があ
る遺物が多いのではないだろうか。だからこそ、矢疵阿弥陀如来に
しても立山曼荼羅にしても、廃仏毀釈や戦乱を乗り越えて残ってき
たに違いない。
　さらに現代人には、こうした遺物を美術的な価値がないからとい
う理由で興味を持たない人々が多いように思える。そこに隠れてい
る背景を見ていけば、この独特のゆるさと甘さの意味もまた、重要
であるということを理解してもらいたいと考える。
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